
ブロック制で考えられること（例） 

 

１ ブロック制による学校選択制度 ＜品川区＞ 

 品川区では、小学校 37校を４ブロックに分けて小学校選択制度を実施している。 

小中一貫校については、他のブロックからも選択可能としているが、地元ブロックか

らの選択希望者を他のブロックからの選択希望者よりも優先して受け入れている。 
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２ ブロック制による研修会・懇談会の開催 ＜幼保小連携＞ 

 練馬区の幼保小連携研修会については、小学校長会ブロックに基づいて区内の区立小

学校・幼稚園・保育所を８ブロックに分け、研修会や懇談会を実施している。 

 区立小学校 幼稚園 保育所 施設数計 

豊玉地区 ８校 ４園 10所 22か所 

開進地区 ９校 ６園 21所 36か所 

練馬地区 ８校 ４園 12所 24か所 

光が丘地区 ７校 ５園 15所 27か所 

石神井東地区 ８校 ５園 14所 27か所 

石神井西地区 ８校 ６園 16所 30か所 

大泉東地区 ８校 ６園 ７所 21か所 

大泉西地区 ９校 ７園 12所 28か所 
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